
２０２０年（令和２年）２月号 〔２〕

大
谷

　奏
翔
く
ん
（
お
お
た
に
・
か
な
と
）

２
０
１
８
・
11
・
19
生
ま
れ
＝
幸
心
二
＝

　本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し

て
く
れ
る
お
子
さ
ん
（
応

募
時
点
で
二
歳
未
満
の
方

が
対
象
）
を
引
き
続
き
募

集
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

　応
募
は
郵
送
、
ま
た
は

メ
ー
ル
で
。
本
人
一
人
で

写
っ
て
い
る
写
真
（
返
却

は
い
た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ

か
①
住
所
②
氏
名
・
ふ
り

が
な
③
性
別
④
生
年
月
日

⑤
保
護
者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー

ジ
⑦
電
話
番
号
⑧
お
近
く

の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６
３

―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ

ー
ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。　メ

ー
ル
は
件
名
に
「
元

気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」
、
本

文
に
①
か
ら
⑧
、
写
真
デ

ー
タ
を
添
付
し
て
＝m

-
h

o
m
e
n
e
w
s
@
g
c
t
v
.

n
e
.
j
p

（
携
帯
の
絵
文
字

は
使
用
不
可
）
＝
へ
。

　画
質
に
よ
っ
て
は
掲
載

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

元
気
く
ん・ち
ゃ
ん
募
集

▽いつも元気いっぱいの奏ちゃ

んが大好きだよ☆

　昨
年
、
守
山
警
察
署
管
内

で
は
二
十
五
件
も
の
特
殊
詐

欺
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

手
口
で
最
も
多
か
っ
た
の
が

架
空
請
求
詐
欺
で
、
還
付
金

詐
欺
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど

も
多
発
し
ま
し
た
。

　【
特
殊
詐
欺
の
手
口
】

　〈
架
空
請
求
詐
欺
〉
は
が

き
や
メ
ー
ル
で
「
消
費
料
金

未
納
最
終
通
知
」
や
「
動
画

料
金
が
未
納
で
す
」
な
ど
と

伝
え
、
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入

さ
せ
て
Ｉ
Ｄ
を
送
ら
せ
た

り
、
現
金
を
郵
送
さ
せ
た
り

し
て
だ
ま
し
取
る
手
口
。

　〈
還
付
金
詐
欺
〉
公
的
機

関
を
装
い
、
「
医
療
費
の
還

付
金
が
あ
る
」
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

手
続
き
が
で
き
る
」
な
ど
と

言
っ
て
、
言
葉
巧
み
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
誘
導
し
、
操
作
さ
せ
て

現
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
。

　〈
オ
レ
オ
レ
詐
欺
〉
電
話

で
警
察
官
や
役
所
職
員
を
装

っ
て
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
不
正
利
用
さ
れ
て
い
る
た

め
回
収
す
る
」
な
ど
と
言

い
、
自
宅
へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
だ
ま
し
取
り
に
く
る

と
い
っ
た
手
口
。

　【
特
殊
詐
欺
対
策
】

　▽
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

は
無
視
▽
電
話
は
常
時
、
留

守
番
電
話
設
定
に
▽
「
未
納

料
金
支
払
い
」
「
還
付
金
」

「
カ
ー
ド
を
預
か
る
」
な
ど

の
ワ
ー
ド
は
詐
欺
▽
不
審
に

感
じ
た
ら
、
家
族
や
警
察
に

ま
ず
相
談
!

特
殊
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
!

　応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届
け

し
ま
す
。

　み
ん
な
で
取
り
組
も
う
―
。

「
も
り
や
ま
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
三
月
七
日
（
土
）
午

前
十
時
―
午
後
一
時
、
守
山
区

役
所
＝
小
幡
一
＝
三
階
講
堂
で

こ
と
し
も
開
か
れ
る
。

　高
齢
者
の
健
康
や
生
き
が
い

づ
く
り
を
進
め
る
事
業
「
モ
リ

ス
ち
ゃ
ん
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
」
の

実
行
委
員
会
が
主
催
。
子
ど
も

か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、
み
ん
な
で

健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
に
取
り
組
も
う
と
す

る
も
の
。

　ス
テ
ー
ジ
企
画
で
は

「
経
大
亭
勝
笑
一
座
」

が
〝
笑
っ
て
健
康
に
〞

の
出
し
物
を
披
露
す
る

ほ
か
、
地
元
の
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
も
登

場
。
ま
た
、
同
事
業
で

上
位
に
な
っ
た
人
の
表

彰
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　恒
例
の
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
、

歯
科
医
に
よ
る
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
「
世
界
肩
も

み
選
手
権
」
も
催
さ
れ
、
内
容

は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
み
た
ら
し

団
子
や
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
並
ぶ
。

　入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み

不
要
。
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所

福
祉
課
・
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

担
当
＝
☎
０
５
２
（
７
９
６
）
４

５
７
８
＝
へ
。

　旭
野
高
校
に
よ
る
「
旭
野
吹

奏
楽
演
奏
会
」
が
三
月
二
十
八

日
（
土
）
、
尾
張
旭
市
文
化
会

館
＝
同
市
東
大
道
町
山
の
内
二

四
一
〇
ノ
一
一
＝
文
化
会
館
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
る
。
午
後
一
時

半
開
演
、
同
一
時
開
場
。

　三
部
構
成
の
ス
テ
ー
ジ
で
、

同
校
音
楽
部
と
そ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
ら
が
出
演
。
ま
た
四
十
回
目

の
こ
と
し
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ

ス
ト
に
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
ー
リ

ア
国
立
音
楽
院
管
弦
楽
団
（
ロ

ー
マ
）
首
席
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏

者
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
カ
ル

ボ
ナ
ー
レ
さ
ん
を
迎
え
る
。

　曲
目
は
「
ル
ー
マ
ニ
ア
民
族

舞
曲
」
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」

や
「
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ

ダ
イ
ス
」
ほ
か
。
音
楽
部
部
長

の
中
島
優
果
さ
ん
（
二
年
）
は

「
今
回
、
第
三
部
で
は
映
画
音

楽
を
テ
ー
マ
に
選
曲
を
工
夫

し
、
世
界
的
奏
者
と
共
演
も
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　入
場
無
料
、
全
自
由
席
。
問

い
合
わ
せ
は
旭
野
高
校
・
音
楽

部
顧
問
の
江
上
さ
ん
＝
☎
０
５

６
１
（
53
）
５
２
０
０
＝
へ
。

　懐
か
し
の
邦
楽

・
洋
楽
を
楽
し
め

る
―
。
「
Ｌ
ｉ
ｖ

ｅ

　ｉ
ｎ

　Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｄ
Ａ
―
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｋ
Ｕ
（
ラ
イ
ブ
・

イ
ン
・
シ
ダ
チ

ク
）
」
が
三
月
二

十
二
日
（
日
）
、

志
段
味
地
区
会
館

＝
下
志
段
味
横
堤

＝
で
開
か
れ
る
。

入
場
無
料
、
要
整

理
券
。

　同
会
館
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
好
評
だ
っ
た
昨
年
に
続

き
二
回
目
。
こ
と
し
は
、
名
古

屋
を
拠
点
に
活
躍
し
て
い
る
小

島
龍
治
さ
ん
（
ボ
ー
カ
ル
）
、

小
野
寺
ひ
ろ
み
さ
ん
（
ギ
タ
ー

・
ボ
ー
カ
ル
）
ら
六
人
が
ス
テ

ー
ジ
に
登
場
す
る
。

　曲
目
は
ビ
リ
ー
・
バ
ン
バ
ン

「
ま
た
君
に
恋
し
て
る
」
、
越

路
吹
雪
「
愛
の
讃
歌
」
、
ジ
ョ

ン
・
レ
ノ
ン
「
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ

ｅ
」
ほ
か
。
ま
た
当
日
は
、
生

演
奏
と
と
も
に
コ
ー
ヒ
ー
や
紅

茶
、
お
茶
菓
子
を
楽
し
め
る
サ

ー
ビ
ス
（
各
百
円
）
も
あ
る
。

　午
後
一
時
半
開
演
、
同
一
時

開
場
。
整
理
券
は
志
段
味
地
区

会
館
事
務
所
で
配
布
中
、
先
着

三
百
人
。
問
い
合
わ
せ
は
同
会

館
＝
☎
０
５
２
（
７
３
６
）
４

７
６
７
＝
へ
。

　合
言
葉
は
「
と
も
に
心
と
体

を
鍛
え
て
い
こ
う
」
―
。
「
東

山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
（
松
井

滿
男
団
長
）
で
は
、
幼
児
か
ら

一
般
を
対
象
に
新
し
い
団
員
を

募
集
し
て
い
る
。

　稽
古
は
毎
週
火
・
木
曜
、
守

山
警
察
署
＝
脇
田
町
＝
道
場
ほ

か
が
会
場
。
初
心
者
と
小
学
生

が
午
後
六
時
十
分
―
同
七
時
四

　◇
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
ナ
ッ

ツ
展　29

日
（
土
）
―
３
月
15
日

（
日
）
、
前
９
―
後
４
・
30
、

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
☎
０

５
２
（
７
３
６
）
３
３
４
４
。

実
物
や
関
す
る
情
報
な
ど
を
展

示
。
※
３
月
２
日
・
９
日
（
月
）

は
休
園
。
一
般
対
象
。
無
料

　◇
お
は
な
し
＆
工
作
会
「
糸

で
あ
や
つ
る
!
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン

ド
」　29

日
（
土
）
後
２
・
30
―
３
、
守

山
図
書
館
☎
０
５
２
（
７
９
３
）

６
２
８
８
。
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
と
、
洗
濯
挟
み
や
糸
を

使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
作

り
。
幼
児
・
小
学
生
対
象
。
無
料

　◇
フ
リ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク

　29
日
（
土
）
前
10
・
30
―
11

・
15
、
守
山
児
童
館
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
５
０
１
。
申
し

込
み
不
要
で
、
パ
パ
も
マ
マ
も

参
加
で
き
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
。
一

歳
六
カ
月
以
降
で
し
っ
か
り
歩

け
る
子
―
未
就
園
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
対
象
。
無
料

　◇
楽
チ
ャ
レ
講
座
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
」

　29
日
（
土
）
後
１
・
30
―

３
、
守
山
福
祉
会
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
３
３
０
。
音
楽

の
波
に
乗
っ
て
体
を
動
か
す
自

由
参
加
講
座
。
六
十
歳
以
上
の

人
対
象
。
初
め
て
同
会
館
を
利

用
す
る
場
合
は
手
続
き
（
利
用

証
の
交
付
）
要
。
無
料

　◇
福
祉
講
演
会
「
障
害
の
あ

る
人
も
な
い
人
も

　誰
も
が
大

切
に
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　３
月
１
日
（
日
）
後
２
―
４

（
後
１
・
30
開
場
）
、
守
山
区

役
所
三
階
講
堂
。
※
問
い
合
わ

せ
は
守
山
区
障
害
者
基
幹
相
談

２
０
。
志
段
味
古
墳
群
が
造
ら

れ
た
四
―
七
世
紀
よ
り
前
、
同

古
墳
群
は
ど
の
よ
う
な
場
所
だ

っ
た
の
か
…
を
探
る
縄
文
時
代

の
出
土
品
を
展
示
。
無
料
（
た

だ
し
、
展
示
室
入
場
料
二
百
円

要
。
中
学
生
以
下
無
料
）

　◇
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
ｉ
ｎ
志

段
味
図
書
館
２
０
２
０

　３
月
20
日
（
金
・
祝
）
後
２

―
３
・
30
、
志
段
味
図
書
館
☎

０
５
２
（
７
３
６
）
６
９
０

７
。
春
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
を

紹
介
す
る
な
ど
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
（
知
的
書
評
合
戦
）
を
。
※

観
戦
の
申
し
込
み
は
３
月
６
日

（
金
）
前
10
―
、
同
館
ま
た
は

電
話
で
受
け
付
け
。
一
般
対

象
、
先
着
三
十
人
。
無
料

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
２
（
７

３
７
）
０
２
２
１
へ
。
講
師

は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
中

の
玉
木
幸
則
さ
ん
。
一
般
対

象
、
当
日
先
着
三
百
人
。
手
話

通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。
無
料

　◇
移
動
児
童
館

　ｉ
ｎ

　生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　３
月
４
日
（
水
）
前
10
・
30

―
11
・
30
、
守
山
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
。
※
問
い
合
わ
せ
は
守

山
児
童
館
☎
０
５
２
（
７
９

６
）
１
５
０
１
へ
。
親
子
で
歌

を
歌
っ
た
り
、
体
を
動
か
し
た

り
し
て
リ
ズ
ム
遊
び
。
育
児
・

健
康
相
談
も
。
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
対
象
。
無
料

　◇
守
山
区
在
宅
医
療
・
介
護

　市
民
向
け
講
演
会
「
わ
か
り

や
す
い
腎
臓
病
の
話
〜
正
し
い

慢
性
腎
不
全
の
知
識
」

　３
月
16
日
（
月
）
後
２
―
３

・
15
、
守
山
区
休
日
急
病
診
療

所
。
※
問
い
合
わ
せ
は
守
山
区

は
ち
丸
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
２
（
７
９
５
）
０
８
７
４

へ
。
講
師
は
陶
生
病
院
・
腎
臓

内
科
主
任
部
長
の
稲
葉
慎
一
郎

さ
ん
。
一
般
対
象
、
当
日
先
着

八
十
人
。
無
料

　◇
ミ
ニ
展
示
「
志
段
味
古
墳

群
前
史
」

　３
月
17
日
（
火
）
―
22
日

（
日
）
、
前
９
―
後
５
、
体
感

!
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
☎
０
５
２
（
７
３
９
）
０
５

十
分
、
中
学
生
以
上
が
午
後
七

時
四
十
分
―
同
八
時
四
十
五
分

の
二
部
制
と
な
っ
て
い
る
。

　現
在
は
団
員
と
指
導
者
ら
六

十
六
人
が
心
身
の
鍛
錬
に
励
ん

で
お
り
、
基
礎
体
力
を
養
う
運

動
遊
び
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。

　入
団
の
申
し
込
み
は
三
月
十

日
（
火
）
と
十
二
日
（
木
）
の

午
後
六
時
十
分
―
同
八
時
、
守

山
警
察
署
道
場
で
受
け
付
け
。

初
年
度
会
費
一
万
七
千
円
、
月

謝
不
要
。
詳
細
や
見
学
に
つ
い

て
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
同
団
の

中
村
さ
ん
＝
携
帯
０
９
０
―
４

１
１
３
―
５
５
２
１
＝
へ
。

「
東
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」団
員
募
集
中
!

「
と
も
に
心
と
体
を
鍛
え
て
い
こ
う
」

恒
例
の「
旭
野
吹
奏
楽
演
奏
会
」

来
月
28
日 

尾
張
旭
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

も
り
や
ま
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

来
月
７
日 

守
山
区
役
所
３
階
講
堂
で
開
催

多彩な催しの「もりやま健康

フェスティバル」（昨年）

幅広い選曲が毎回好評の

「旭野吹奏楽演奏会」

さまざまな年代が楽しめる

「Live in SHIDA-CHIKU」（昨年）

稽古以外でも交流を楽

しんでいる団員たち

いろいろな情報を工

夫して展示（昨年）

出土品の一つ、

縄文時代の矢尻

Ｌｉｖｅ ｉｎ ＳＨＩＤＡ―ＣＨＩＫＵ

来月22日 志段味地区会館でことしも


